令和元年度事業報告書
　　令和元年５月１５日から令和２年３月３１日まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般社団法人お互いさま・まびラボ
１、事業の成果
令和元年３月３０日に設立総会、そして５月１５日に設立登記をし、私たち法人は産声を上げました。
真備町内の約２２の医療・福祉関連事業所・機関の任意の集まりである真備地区関係機関・事業所等連絡会（真備連絡会）は被災後、翌月の８月９日から集まりを開始し、被災した要援護者への支援を開始します。多くの支援者の方々・団体の方々が真備の復旧に携わって下さいましたが、いずれは帰って行かれる。その後も、被災した当事者がずっと見守る体制・組織が必要との認識から、真備連絡会で出される課題を解決できる実働部隊がいる、「復興まちづくり会社をつくろう！」と準備に取りかかりました。
真備町外のみなし仮設住宅へ出られた方々は、当初９２００名、１２市町村にバラバラに孤立し、通院、各種手続き、買い物、片付けのニーズが高い状況でした。平成３０年１１月１日、NPO法人岡山マインド「こころ」の元ビアホールを拠点に「お互いさまセンターまび」を立ち上げ、「移動支援」を開始し、車の中で同じ被災者として寄り添い、話を聞き、ニーズを探ってきました。そして「生活支援」も開始し、被災した方々５名を非常勤スタッフとして雇用（時給：９００円）して、みなし仮設住宅の入居期限（２年間）の間、生活の足になるよう活動を継続してきました。

１　お互いさまセンターまびの運営事業
　真備地区関係機関・事業所等連絡会（真備連絡会）が平成３０年１１月１日に開所した「お互いさまセンターまび」は、軽自動車２台で「移動支援」を開始し、５ヵ月間でのべ４６８件の利用実績を残しました。そして、令和１年５月１５日に設立登記された「一般社団法人お互いさま・まびラボ」に事業を移管し、１０月１日からは事務所もNPO法人岡山マインド「こころ」が運営するマインド作業所に移転し、車も３台体制として、みなし仮設住宅を中心にバラバラに孤立された要援護者（６５歳以上の高齢者・障がい者・支援が必要な児童・ご家族等）の方々の元へ走りました。
■令和元年度「移動支援」の実績は、
　　・新規登録者数：１０９名
　　・延べ利用件数：２３４５件
　　・平均利用距離数：８．８キロ
　　・平均利用時間：５５分間
でした。これを「お互いさまセンターまび」の開所から積算すると、
　　・登録者総数：１７５名
　　・延べ利用件数：２８１３件　　でした。
■令和元年度「生活支援」の実績は、
　　・延べ３２件
　　・精神障害者地域活動支援センターⅢ型マインド作業所と委託契約をし、作業所利用者と協働し、「生活支援」を一緒に携わっています。

■臨床心理士の派遣事業準備
　　・２０２０年４月１日から岡山県臨床心理士会からの８名の臨床心理士の派遣に向けて、現地説明や個別面接を開催しました。（この事業はコロナウイルス災禍のため延期中）

２　復興協議会（仮称）運営事業
　　・キャンバスの会を毎月開催中。
　　・参加者は、「川辺復興あるく」から２名、真備・船穂商工会若手２名、吉備信用金庫支店長、
倉敷市災害復興推進室から１名、倉敷市見守り支援室から１名、まびラボ１名

３　イベント企画・運営事業
■当事者語り部の会「七夕会」
　　・１２月２０日：第一回「語り部の会　箭田まちづくり防災研修会」にて
　　・身体障害（車椅子）の岩崎さんと精神障害の矢吹さんがまちのみなさんに被災体験を語りました。
４　その他この法人の目的を達成する事業
■被災体験を冊子化する準備
　　・被災後２年目を目指して、被災体験を共有し、記録に残せる冊子の製作準備に取りかかる・
　　・発刊予定は２０２０年７月７日、発行部数は３０００部。
　　・現在、みなし仮設住宅に暮らされている方々を中心に、倉敷市社会福祉協議会が委託運営している「真備支え合いセンター」の見守り巡回時に配布予定。
　　・二冊目はもっと多様な被災体験とその後の実践等をまとめて、それを一冊目とセットにして全国へ発信する。
2、 事業の実施に関する事
	

	


	事業名
	事業内容
	実施日時
	実施場所
	従事者の人数
	受益対象者の範囲及び人数
	支出額

（千円）

	お互いさまセンター運営事業事業
	軽四３台で
「移動支援」
	（月）∼（土）
9時～17時
	倉敷市内を中心
	非常勤スタッフ：5名　
	延べ２３４５件

	６，０３４

	
	軽トラ１台で
「生活支援」
	（月）∼（土）
9時～17時
	真備町内
	　　同上
マインド作業所利用者：２名
	延べ３２件
	　　同上

	
	臨床心理士派遣準備事業
	１月～３月
数回
	お互いさまセンター
	スタッフ１名
	臨床心理士８名
	　　　　０

	復興協議会（仮称）運営事業
	新しいまちの在り方について話し合い
	毎月一回
不定期
	真備町内
	スタッフ１名
	会議参加者
延べ８２名
	　　　　０


	イベント企画・運営事業
	「障がい」当事者による体験発表・講演会等の語り部
	随時


	依頼先


	被災した障害当事者２名

スタッフ１名

	箭田まちづくり推進協議会員
３０名
	　　　　０


	その他事業

　
	冊子の製作準備

	２月～

	町内

	理事２名

	被災者３０００世帯

	　　　　０



